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タ
ウ
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エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
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史
的
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遷
過
程

i
i
i
現
代
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
パ
夕
、
ヴ
ィ
ア

が
示
す
「

中
村
昇
平

1 

問
題
の
所
在

被
合
社
会
の
典
型
と
さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
大
小
千
以
上
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
集
鴎
を
抱
え
、
人
口
一

O
O万
以
上
の
集
団
に
限
っ
て
も
そ
の

数
は
一
五
に
上
る
（
∞
沼
山
N
C
C
C
）
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
出
蘭
領
東
イ
ン
ド
）

①
 

で
は
植
民
地
支
配
下
の
「
原
住
民
吉
川
知
ロ
仏

2
」
カ
テ
ゴ
リ
i
創
出
を

軸
と
し
た
人
種
民
族
分
類
の
制
度
化
を
経
て
、
独
立
運
動
期
に
は
「
原

住
民
」
諸
集
団
を
統
合
す
る
単
位
と
し
て
の
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
畏
族

出
m
H
M
m
g
F門HOHMS3」
の
棚
概
念
が
成
立
し
た
。
さ
ら
に
一
九
四
九

年
の
独
立
後
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
す
る
概
念
は
行
政

単
位
と
し
て
の
地
域
と
密
接
に
結
び
つ
く
形
で
整
備
さ
れ
る
。
マ
レ
i

語
で
民
族
集
団
を
意
味
す
る
パ
ン
サ
出
足
M
m
g
は
五

0
年
代
ま
で
に

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
域
内
に
故
地
Y
O
B
。
宮
口
今
を
も
っ
と
さ
れ
る
人
々

な
他
者
」
へ
の

の
程
源
｜
｜

の
総
体
（
H
H

∞
mHMm官如何ロ門戸。
s
a
m
H）
を
指
す
一
認
と
し
て
定
義
さ
れ
、

そ
の
下
位
集
聞
と
し
て
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
指
す
語
と
し
て
ス
ク
パ
ン

多

サ
∞
三

2σmgm刊
mm
が
一
般
に
定
着
し
た
（
加
藤
一
九
九
O
）。

「
パ
タ
ヴ
ィ
ア
先
住
民
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ブ
タ
ウ
ィ
∞
忠
告
誌
は

ス
ク
パ
ン
サ

民
族
の
一
つ
と
さ
れ
、
全
人
口
五

O
O万
の
う
ち
九
割
が
ジ
ャ
カ
ル
タ

③
 

大
都
市
留
に
住
む
（
田
市
閉
山

N
c
o
o
－
一
七
世
紀
以
降
東
イ
ン
ド
各
地
か

ら
来
た
「
原
住
民
」
諸
集
団
が
融
合
し
、
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
は
一
一

O
世
紀

初
頭
ま
で
に
セ
ン
サ
ス
上
に
民
族
カ
テ
ゴ
リ
i
と
し
て
現
れ
、
民
族
組

織
も
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
当
初
ブ
タ
ウ
ィ
人
と
は
「
パ
夕
、
ヴ
ィ
ア
出

自
の
ム
ス
リ
ム
い
と
同
義
で
あ
り
、
非
「
原
住
民
」
を
含
ま
な
か
っ
た

（沼山
0
5
5
2一ぎ
r
k
p
σ
a
m
E
Z
2
5笥
い
き
）
。
一
方
現
代
、
こ
の

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
異
な
る
集
団
を
容
認
す
る
傾
向
を
顕
著
に
示
す
。
植

民
地
期
以
降
長
く
外
来
起
源
の
非
「
原
住
民
」
と
規
定
さ
れ
、
「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
民
族
」
か
ら
排
捻
さ
れ
て
き
た
人
々
も
ブ
タ
ウ
ィ
に
含
ま
れ

ブタウィ・エスニシティの臆史的変遷過軽3 



る
の
で
あ
り
、
そ
の
文
化
実
践
も
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
の
名
の
下
に
保
護
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
旨
の
、
王
張
、
が
正
統
牲
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
為
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

自
的
と
方
法

関
民
国
家
の
下
位
集
鴎
と
し
て
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
し
ば
し
ば
、
固

定
的
な
境
界
を
も
っ
と
い
う
前
提
の
下
説
明
さ
れ
て
き
た
。
国
家
が
規

定
す
る
一
般
的
で
均
質
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
定
義
が
民
衆
に
広
く
浸
透
す

る
こ
と
で
固
定
的
な
境
界
が
大
衆
に
ま
で
意
識
さ
れ
維
持
さ
れ
る
と
い

う
議
論
は
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
き
た
。
植
民
地
期
に
諸
集
屈
の
ク
レ
オ

ー
ル
と
し
て
生
成
し
た
ブ
タ
ウ
ィ
も
、
独
立
後
は
国
家
、
が
異
種
混
交
性

と
い
う
特
徴
を
前
面
に
押
し
出
す
形
で
そ
の
集
団
定
義
を
規
定
し
た
。

し
か
し
ブ
タ
ウ
ィ
の
人
々
は
国
家
が
押
し
付
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
定
義

を
受
容
し
な
が
ら
も
、
そ
う
し
て
一
般
化
さ
れ
た
定
義
が
示
す
雑
多
な

文
化
の
諸
特
徴
と
様
々
に
異
な
る
集
団
が
示
す
文
化
的
要
素
と
の
近
似

性
を
強
調
し
、
異
な
る
集
団
意
識
を
も
っ
人
々
を
包
括
的
な
枠
組
み
の

下
に
包
摂
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
フ
タ
ウ
ィ
の
枠
組
み
は
外
来
系
と
さ

れ
る
人
々
で
す
ら
も
そ
の
内
部
に
寛
容
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
間

家
が
規
定
し
た
定
義
は
今
や
、
植
民
地
支
配
・
権
威
、
王
義
支
配
の
下
で

強
酉
に
構
築
さ
れ
民
衆
の
意
識
に
ま
で
浸
透
し
た
つ
原
生
民
」
「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
民
族
」
と
い
う
排
他
的
な
入
の
分
類
を
突
き
掘
す
原
理
に
さ

え
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
本
棋
の
目
的
は
、
ブ
タ
ウ
ィ
・
エ
ス
ニ
シ
テ

ィ
の
生
成
か
ら
現
在
ま
で
の
露
史
的
変
遷
を
概
観
す
る
こ
と

4 

の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
示
す
重
層
性
・
多
様
性
及
び
異
質
な
他
者
へ
の
賓

容
性
の
起
源
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ブ
タ
ウ
ィ
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
歴
史
研

究
の
中
の
新
片
的
記
述
（
富
山
。

5
5
8一
〉

Z
3
8
Z
5
5∞斗）、一

次
資
料
を
も
と
に
生
成
の
経
緯
を
詳
述
し
た
も
の
お

g己
2
5
0
4
一

間
m
H
M
C
E
C》
1
0
8
N
C
M
M
）
、
生
成
期
以
前
に
遡
っ
て
集
団
起
源
を
説
明
す

る
も
の
（
∞
包
含

5
2）
が
多
い
。
独
立
後
の
文
化
実
践
の
変
容
を
詳

述
し
た
研
究
に
∞
y
m
y
m凶
ず
（
呂
志
）
が
あ
る
が
、
彼
女
に
よ
る
ブ
タ
ウ

ィ
の
内
部
分
類
は
短
期
的
・
共
時
的
分
布
の
説
明
に
留
ま
り
継
時
的
変

遷
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
、
集
団
境
界
、
か
盟
定
的
・
継
続
的
で
あ
る
と

の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
。
以
上
、
先
行
研
究
の
多
く
は
ブ
タ
ウ
ィ
の

事
例
を
一
般
的
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
の
議
論
に
結
び
つ
け
る
こ
と
な

く
、
そ
の
事
例
自
体
の
具
体
的
展
開
を
追
う
こ
と
に
終
始
し
、
生
成
か

ら
現
代
ま
で
の
経
緯
を
通
時
的
に
扱
う
こ
と
を
殆
ど
し
な
か
っ
た
。
唯

一
関
口
ん
い
言
（
ω
C
M
C
）
が
、
類
似
の
ク
レ
オ

i
ル
集
屈
と
の
比
較
に
お

い
て
生
成
以
来
の
長
期
的
経
緯
の
概
説
を
試
み
た
が
、
そ
の
多
様
性
を

生
成
当
時
の
異
種
混
鴻
牲
の
み
に
依
拠
し
て
説
明
す
る
た
め
に
現
代
ブ

タ
ウ
ィ
が
示
す
寛
容
性
の
要
諦
を
捉
え
き
れ
て
い
な
い
。
異
民
族
と
さ

れ
う
る
人
々
さ
え
も
包
摂
す
る
顕
著
な
寛
容
性
は
生
成
の
経
緯
に
見
ら

れ
る
異
種
混
鴻
性
の
み
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
重
要

な
の
は
、
独
立
後
国
家
政
策
の
影
響
下
で
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
」
と
い
う
地

域
を
単
位
と
す
る
包
括
的
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
定
義
が
大
衆
に
ま
で
浸
透
す

る
に
伴
っ
て
ブ
タ
ウ
ィ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
意
識
の
多
様
性
、
か
顕



在
化
し
、
様
々
に
異
な
る
意
識
や
定
義
が
そ
の
差
異
の
ま
ま
相
互
に
寛

容
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
過
稼
で
あ
る
。

期
間
の
長
さ
と
資
料
の
制
約
と
か
ら
、
本
稿
で
は
諸
ア
ク
タ
i
閣
の

（
特
に
戦
時
期
や
体
制
転
換
期
に
お
け
る
）
時
期
ご
と
の
利
害
関
係
の

変
遷
を
一
次
資
料
に
基
づ
い
て
詳
細
に
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
本
稿
は
二
次
文
献
に
よ
っ
て
長
期
間
の
歴
史
過
程
を
概
観
す
る

こ
と
で
、
現
在
、
フ
タ
ウ
ィ
が
示
す
寛
容
性
の
大
き
な
要
因
を
、
現
代
的

文
振
に
お
い
て
重
要
性
を
も
っ
歴
史
的
要
素
の
中
に
見
出
す
こ
と
を
可

能
と
す
る
。
一
次
資
料
の
み
に
基
づ
い
て
こ
う
し
た
長
期
的
分
析
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
。
本
稿
の
意
義
は
、
長
期
の
変
遷
過
程
を
通
時
的
に

術
轍
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
こ
う
し
た
知
見
在
、
「
ク
レ
オ

i
ル
化
」
「
ア
マ
ル
ガ
ム
化
」
の
モ
デ
ル
を
軸
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
他
の
事
椀
と
も
接
続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

本
稿
が
依
拠
す
る
デ
！
タ
は
、
ブ
タ
ウ
ィ
に
関
す
る
歴
史
研
究
地
の

二
次
文
献
、
及
び
フ
ィ
ー
ル
ド
講
査
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
植

畏
地
期
の
二
次
資
料
と
し
て
認
出
。
ロ
⑦
（

5
2）
、
め
ま
己

g
（
お
き
）
、

krσ
。M
H
m
m
O
R
m
w
E
（
忌
∞
斗
）
、
同
m
g
C
5
0可。∞。（
M
O
M
M
）
佑
を
、
独
立

以
後
の
文
化
実
践
の
変
窓
に
つ
い
て
は
主
に

mvmvmσ
（S
ま
）
を
、

現
代
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
意
識
に
関
し
て
は
関
口
苛
円
（
凶

C
S）、

k
r
F
M
E
Wご
w
什
包
・
（
N
O
M
M
）
他
の
二
次
文
献
や
新
聞
記
事
、
及
び
著
者

が一一

O
二
一
一
年
一
二
月
に
北
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
行
っ
た
現
地
調
査
か
ら
得
ら

れ
た
情
報
を
参
照
し
た
。

ク
レ
オ
i
ル
ル
ぬ
と
ア
マ
ル
ガ
ム
化

ブ
タ
ウ
ィ
時
様
、
捜
数
の
異
な
る
出
告
を
も
っ
集
団
が
単
一
集
団
に

合
併
す
る
事
例
は
各
地
で
報
告
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
ク
レ
オ
ー
ル

北
町

50HStgと
ア
マ
ル
ガ
ム
化
〉
吉
弘
吉
認
さ

g
と
い
う
一
一

類
型
を
取
り
上
げ
そ
の
両
者
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
ブ
タ
ウ
ィ
の
民
族

生
成
2
Y
H
M。向。ロ

2
討
の
も
つ
特
徴
を
よ
り
明
確
に
抽
出
す
る
こ
と

を
試
み
る
。
ク
レ
オ
i
ル
化
は
、
カ
リ
ブ
海
周
辺
地
域
の
事
例
研
究
か

ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
象
で
あ
る
。
植
民
地
支
配
初
期
、
こ

の
地
域
で
は
奴
隷
や
契
約
労
働
者
と
し
て
遠
隔
地
か
ら
来
た
人
々
が
通

婚
・
混
住
し
区
別
の
つ
か
な
い
一
つ
の
帰
属
集
団
を
形
成
す
る
現
象
が

法
く
見
ら
れ
た
（
今
福
二

O
O
一
二
九
二
i
ニ
ニ
八
）
。
こ
の
現
象
の

特
徴
は
、
異
な
る
出
自
を
も
っ
人
々
が
異
種
混
交
殻
を
特
徴
と
す
る
「
ク

レ
オ
l
ル
」
と
い
う
新
た
な
集
団
に
融
合
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
例
え
ば
、
人
種
融
和
を
掲
げ
る
ト
リ
ニ
ダ
l
ド
・
ト
パ
ゴ
に
お
い
て

故
地
イ
ン
ド
の
文
化
的
伝
統
を
保
持
す
る
「
東
イ
ン
ド
人
」
が
長
く
排

除
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
（
詔
ロ
ロ
2
5ち
。
∞
。

g）
に
逆
説
的
に
示

さ
れ
る
。
こ
れ
と
は
異
な
る
集
間
合
併
の
一
類
型
は
、
主
に
サ
ハ
ラ
以
高
ア
フ

リ
カ
の
事
例
研
究
に
み
ら
れ
る
ア
マ
ル
ガ
ム
化
・
超
部
族
化
と
呼
ば
れ

る
現
象
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
i
学
派
の
田
北
ロ
ー
デ

シ
ア
（
現
、
ザ
ン
ピ
ア
）
に
お
け
る
研
究
（
2
5
r
g
M
5
5
2一

冨
件
。
宮
口

5
2一一間宮
Z
5
5
0
4）
を
鳴
矢
と
す
る
都
市
エ
ス
ニ
シ
テ

ィ
研
究
で
は
、
飴
め
都
市
に
お
い
て
出
身
村
や
部
族
ご
と
の
社
会
関
係

τ，
．
「
ぷ
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を
維
持
し
て
い
た
語
集
団
が
よ
り
大
き
な
枠
組
み
の
集
団
認
識
の
下
に

再
縞
統
合
さ
れ
る
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
集
団
合

併
は
植
民
地
都
市
や
新
興
国
家
の
都
市
に
お
い
て
政
治
的
必
要
性
や
生

活
上
の
必
要
か
ら
起
こ
る
（
松
田
一
九
八
宜
）
。
都
市
移
民
は
一
般
に

故
地
と
の
緊
密
な
社
会
関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
ク
レ
オ
i
ル
化
現
象

と
比
べ
る
と
新
た
な
集
団
に
融
合
す
る
傾
向
は
緩
や
か
で
あ
る
。

ブ
タ
ウ
ィ
の
民
族
生
成
の
変
遷
過
程
を
み
る
際
に
「
ク
レ
オ
i
ル
化
」

「
ア
マ
ル
ガ
ム
化
」
と
い
う
二
つ
の
枠
組
み
を
適
用
す
る
と
、
現
代
こ

の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
示
す
他
者
へ
の
寛
容
性
の
起
源
が
よ
り
明
確
に
析

出
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
ブ
タ
ウ
ィ
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
歴
史
的
変
遷
過

程
在
、
特
に
楠
畏
地
期
に
お
け
る
生
成
の
経
緯
と
独
立
後
の
文
化
政
策

下
で
の
変
容
過
程
と
に
注
目
し
て
概
観
す
る
。
植
民
地
期
奴
隷
や
プ
ラ

ン
テ
l
シ
ョ
ン
労
働
者
と
し
て
パ
タ
ヴ
ィ
ア
に
来
た
人
々
は
一
八
世
紀

以
来
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
の
共
通
語
と
な
っ
た
ピ
ジ
ン
言
語
（
パ
タ
ヴ
ィ
ア
・

マ
レ

1
1ブ
タ
ウ
ィ
語
）
老
母
語
と
し
、
異
種
混
交
的
な
文
化
実
践
を

も
っ
集
団
へ
と
融
合
し
た
。
独
立
後
の
文
化
政
策
の
下
で
ブ
タ
ウ
ィ
は
、

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
」
と
い
う
地
域
を
基
盤
と
し
た
よ
り
包
括
的
な
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
定
義
の
下
に
異
な
る
人
々
を
包
摂
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

異
な
る
出
自
を
も
っ
人
々
が
単
一
の
集
団
に
融
合
す
る
点
で
ブ
タ
ウ

ィ
の
生
成
の
経
緯
は
ク
レ
オ
！
ル
に
通
じ
る
が
、
カ
リ
ブ
地
域
の
事
例

と
比
べ
る
と
そ
の
後
の
変
遷
過
程
で
単
線
的
に
一
つ
の
集
団
に
融
合
す

る
の
で
は
な
く
、
異
な
で
再
編
統
合
さ
れ
て
い
く
点
が
異

な

る

。

逆

に

ア

フ

リ

カ

の

状

、

況

を

比

べ

る
と
、
新
興
国
都
市
の
捜
雑
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
状
況
の
中
で
近
似
的
な
特

徴
を
も
っ
集
団
が
よ
り
よ
佐
の
集
団
に
包
摂
さ
れ
る
点
は
類
似
す
る

が
、
諸
集
罰
が
故
地
と
の
社
会
的
紐
帯
を
失
い
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
共
通
の

故
地
と
す
る
点
、
か
異
な
る
。
植
民
地
期
に
諸
集
団
、
か
融
合
し
た
ク
レ
オ

i
ル
と
し
て
他
集
部
と
の
共
通
性
を
一
部
す
文
化
的
特
徴
を
も
っ
て
生
成

し
た
ブ
タ
ウ
ィ
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
、
完
全
に
融
合
し
な
い
集
団
を
排

除
す
る
だ
け
の
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
独
立
後
の
文
化
政
策
の
下

で
ブ
タ
ウ
ィ
は
、
異
な
る
帰
属
意
識
を
も
っ
集
団
を
異
質
な
他
者
の
ま

ま
寛
容
し
て
い
く
。
以
下
で
は
、
生
成
期
に
お
い
て
差
異
が
入
り
交
じ

り
融
合
す
る
「
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
と
、
独
立
後
の
文
化
政
策
下
に
お
い

て
異
な
る
集
団
が
再
編
統
合
さ
れ
る
「
ア
マ
ル
ガ
ム
化
」
と
い
う
こ
つ

の
転
換
期
を
軸
に
、
現
代
に
お
い
て
ブ
タ
ウ
ィ
が
示
す
他
者
へ

性
の
起
源
を
説
明
す
る
。

6 

2 

ク
レ
オ
i
ル
化
の
プ
ロ
セ
ス
（
3
一
九
世
紀
末
ま
で
）

本
節
で
は
、
植
民
地
期
バ
夕
、
ウ
ィ
ア
に
お
け
る
諸
民
族
の
ク
レ
オ
ー

ル
化
の
過
程
を
概
観
す
る
。
特
に
、
バ
夕
、
ウ
ィ
ア
に
来
た
「
原
住
民
」

が
な
ぜ
ブ
タ
ウ
ィ
人
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
注
毘
す
る
。
こ
れ
は

独
立
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
脈
に
お
い
て
都
市
移
民
、
か
一
般
に
故
地
と

の
社
会
関
係
を
維
持
し
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
級
帯
や
境
界
、
か
維
持
さ
れ
る

（
出
口
明
。
お
∞
N

）
の
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
察
か
ら
は
、

一

九

世

紀

に

お

い

入

で

あ

っ

た

の

か

が

明

ら

か

に

な



る
。
こ
の
時
期
の
「
ブ
タ
ウ
ィ
人
で
あ
る
」
こ
と
の
意
識
・
定
義
の
要

件
の
一
つ
が
故
地
を
失
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
「
ム

ス
リ
ム
で
あ
る
こ
と
」
が
ブ
タ
ウ
ィ
人
と
し
て
の
も
う
一
つ
の
決
定
的

要
密
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
二

O
世
紀
後
半
以
捧
の
ブ
タ
ウ

ィ
の
定
義
／
意
識
と
決
定
的
に
異
な
る
性
格
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
と

な
る
。

「
ブ
タ
ウ
ィ
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
登
場
直
前
の
社
会
状
況

一
般
に
ブ
タ
ウ
ィ
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
i
の
成
立
時
期
は
一
九
世
紀
末

か
ら
ニ

O
世
紀
初
頭
と
さ
れ
る
が
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
を
と
り
ま
く
社
会
状

況
を
鑑
み
れ
ば
単
一
集
団
へ
の
融
合
と
い
う
現
象
は
一
七
世
紀
ま
で
に

は
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
七
世
柁
初
頭
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配

下
に
置
か
れ
た
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
、
街
へ
の
人
口
流
入
の
大
部
分

は
奴
隷
貿
易
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
奴
隷
は
始
め
南
ア
ジ
ア
か
ら
来
た

が
、
一
七
世
紀
末
以
降
は
バ
リ
や
ス
ラ
ウ
ェ
シ
か
ら
の
奴
隷
が
大
半
を

占
め
た
（
封
印
ロ
C
E
0
3
8
8口
一
ロ
ア
ロ
φ

）
。
既
に
こ
の
時
期
、
故
地

と
の
交
通
手
段
を
失
っ
た
奴
隷
人
口
（
大
部
分
が
女
性
）
が
通
婚
を
通

し
て
イ
ス
ラ
ム
に
改
宗
し
、
パ
夕
、
ウ
ィ
ア
在
住
ム
ス
リ
ム
人
口
（
大
部

＠
 

分
が
男
性
）
に
融
合
し
て
い
く
傾
向
は
強
か
っ
た
。
以
降
一
九
世
紀
ま

で
一
葉
し
て
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
来
た
「
捺
住
民
」
は
イ
ス
ラ
ム
へ
の
改

宗
を
経
て
ク
レ
オ
ー
ル
集
匝
へ
と
融
合
す
る
の
が
自
然
な
傾
向
だ
っ

た。 司
，

ι

・τE
こ
う
し
た
ク
レ
オ
l
ル
化
の
過
程
は
、

八
世
紀
パ
夕
、
ヴ
ィ
ア
の
衰

退
と
一
九
世
紀
の
奴
隷
貿
易
廃
止
に
よ
り
決
定
的
と
な
る
。
一
八
苦
紀

以
降
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
無
計
麗
な
0

フ
ラ
ン
テ
！
シ
ョ
ン
開
発
に
よ
る

周
辺
地
域
の
環
境
破
壊
の
進
展
と
と
も
に
マ
ラ
リ
ア
が
猛
威
を
張
る
う

状
況
の
中
、
パ
タ
ヴ
ィ
ア
は
「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
場
」
と
形
容
さ
れ
る

死
の
街
と
な
り
、
そ
の
状
況
は
一
九
世
紀
末
ま
で
続
く

azsb

s∞∞一
g
ロ
含
門
出
g
m
N
0
0
9
間
m
g
C
5
0可
。

S
N
C
M
H
一
品
。
ム
∞
）
。
こ
れ

以
後
パ
タ
ヴ
ィ
ア
へ
の
「
原
住
民
」
人
口
流
入
は
ま
す
ま
す
奴
隷
貿
易

舎

に
依
存
す
る
が
、
そ
の
奴
隷
貿
易
は
一
八
一
八
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
以

降
一
九
世
紀
末
に
至
る
ま
で
外
部
か
ら
「
原
住
民
」
人
口
流
入
、
が
ほ
ぼ

途
絶
え
た
パ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
「
原
住
民
」
人
口
、
か
ク
レ
オ
i
ル
集
団
へ

と
融
合
し
て
い
く
方
向
性
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

「
ブ
タ
ウ
ィ
人
い
意
識
・
カ
テ
ゴ
リ
i
の
生
成

ク
レ
オ
！
ル
化
し
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
「
原
住
民
」
ム
ス
リ
ム
人
口
が

単
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
規
定
さ
れ
る
の
は
一
九
世
紀
で
あ
る
。
以
下
、
こ

の
時
期
の
コ
ブ
タ
ウ
ィ
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
及
び
掃
属
意
識
の
生
成
を
、
植

民
地
政
庁
の
視
点
と
住
民
の
視
点
と
か
ら
概
観
す
る
。
一
八
一
五
年
の

セ
ン
サ
ス
で
「
ジ
ャ
ワ
人
（
ス
ン
ダ
人
含
む
と
「
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
人
々
い

「
パ
リ
人
」
「
ス
ン
バ
ワ
人
」
「
ア
ン
、
ボ
ン
人
と
パ
ン
ダ
ン
人
」
「
ム
ラ
ユ

人
」
「
奴
隷
」
の
七
項
目
に
分
類
さ
れ
た
バ
夕
、
ウ
ィ
ア
「
原
住
民
」
人

口
が
単
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
と
一
元
化
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
三
年
の
セ

ン
サ
ス
に
お
い
て
で
あ
っ
た

8
2
F出
5
2一
5
0
2
5
g。
一
八
二

0

年
代
に
は
植
民
地
政
庁
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
も
は
や
「
涼
住
民
」
を
別
個

「
4
・
「
，
ι
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の
集
団
に
一
弘
別
で
き
な
く
な
っ
た
旨
の
記
述
も
あ
る
（
〉
σ
3
2品。円。

忌
笥
込
町
）
。
一
九
世
紀
に
は
、
外
部
の
観
察
者
か
ら
見
て
パ
夕
、
ヴ
ィ

ア
在
住
の
「
原
住
畏
」
を
各
々
異
な
る
慣
習
や
文
化
実
践
を
も
っ
集
団

に
分
類
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
に
暮
ら
す
「
原
住
民
」
の
関
で
も
一
九
世
紀
ま
で
に
は

バ
タ
ヴ
ィ
ア
生
ま
れ
の
も
の
は
ブ
タ
ウ
ィ
人

0
5出
問
国
忠
岱

43
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
別
侶
の
集
団
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
一
八
六

O
年
に
は
、
一
八
五

0
年
代
の
ブ
タ
ウ
ィ
人
の
生
活
の
様

子
を
オ
ラ
ン
ダ
人
が
記
し
て
お
り
（
〉
ゲ
ミ
富
島
2
。
呂
∞

F
S）、

一
八
六
五
年
に
は
ジ
ャ
ワ
か
ら
の
旅
行
者
、
か
、
自
ら
を
ブ
タ
ウ
ィ
人
／

イ
ス
ラ
ム
の
入
。
村
山
口
問
∞
丸
山
宮
と
呼
ぶ
人
々
の
生
活
を
記
述
し
て

い
る
白
色
任

5
2一
広
）
。
こ
の
よ
う
に
一
九
世
紐
ま
で
に
は
、
自
ら

を
「
ブ
タ
ウ
ィ
人
」
と
認
識
し
、
外
部
か
ら
、
も
そ
う
見
な
さ
れ
る
人
々

が
い
た
。

…
九
世
紀
、
誰
が
「
ブ
タ
ウ
ィ
人
」
で
あ
っ
た
か

セ
ン
サ
ス
上
で
パ
タ
ヴ
ィ
ア
在
住
「
原
住
民
」
が
一
元
化
さ
れ
た
と

は
い
え
、
上
流
階
層
司
円
じ
と
仙
の
ジ
ャ
ワ
人
を
始
め
、
当
時
バ
夕
、
ヴ
ィ

ア
に
居
な
が
ら
ブ
タ
ウ
ィ
と
認
識
さ
れ
な
い
人
は
い
た
（
認
出
O
H
M
O

S
S込
ω
や
お
汗
〉
Z
3
2宮
2
5∞斗一
8
2
0
G
）
。
一
九
世
紀
当
時
誰

が
自
身
を
つ
フ
タ
ウ
ィ
識
し
て
い
た
か
を
想
像
す
る
擦
の
鍵

は
当
時
の
パ
タ
ヴ
ィ
況
、
特
に
交
通
の
状
、
況
で
あ
る
。
端

的
に
一
一
一
一
口
っ
て
夕
、
ウ
ィ
ア
と
外
界
と
を
結
、
ぶ

2
・3

に
利
用
可
能
な
海
上
交
通
は
皆
無
で
あ
っ
た
し
、
韓
上
交
通
も

一O
世
紀
ま
で
発
達
を
み
な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
に
は
、
非
「
原
住
民
」

人
口
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
、
華
人
、
ア
ラ
ブ
人
）
が
外
部
と
の
行
き
来
を

自
由
に
す
る
一
方
、
「
原
住
民
」
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
と
故
地
と
を
自
自
に

往
来
す
る
交
通
手
段
を
も
た
な
か
っ
た
（
累
ξ
5
5
8
L
E
S
E
S。

こ
う
し
た
一
九
世
紀
パ
タ
ヴ
ィ
ア
の
交
通
事
情
は
ニ

O
世
紀
初
頭
の

そ
れ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
一
九
世
紀
半
ば
産
業
資
本
時
代
に
入
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
は
、
東
イ
ン
ド
領
内
で
も
港
湾
と
鉄
道
の
建
設
を
進
め
た
。

一
八
八
六
年
の
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
フ
リ
オ
ク
港
建
設
に
よ
り
外
語
か
ら
バ

タ
ヴ
ィ
ア
へ
の
移
動
は
容
易
に
な
り
、
一
九
註
紀
末
か
ら
の
ジ
ャ
ワ
島

内
鉄
道
網
の
発
達
は
島
内
か
ら
バ
タ
ヴ
ィ
ア
へ
の
大
規
模
な
人
口
流
入

を
可
能
に
し
た
（
〉
ゲ

a
g
o
g
g
g∞
斗
一
怠

a
s
h
s。
オ
ラ
ン
ダ
領

東
イ
ン
ド
国
営
鉄
道
の
延
長
距
離
は
一
八
七
八
年
の
二

0
キ
ロ
メ
i
ト

ル
か
ら
…
九
二
二
年
に
は
三
九
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
ジ
ャ
ワ

島
内
延
べ
旅
客
者
数
も
一
一
一
万
人
か
ら
六
一
一
一

O
O万
人
へ
と
飛
躍
的
に
増

大
し
た

a
s
g
E釦
お
忠
一
∞
F
コ
∞
）
。
こ
う
し
て
「
原
住
民
」
の
全

て
が
っ
フ
タ
ウ
ィ
人
い
と
見
な
さ
れ
る
状
況
は
二

O
註
紀
初
頭
に
は
一

変
し
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
は
再
び
セ
ン
サ
ス
上
で
十
項
目
に
分
類
さ
れ
る
「
漂

住
民
」
人
口
と
中
盤
人
、
ヨ
！
ロ
ッ
パ
人
な
ど
の
非
「
原
住
民
」
人
口

必
ゆ

か
｝
抱
え
る
多
民
族
都
市
へ
と
姿
を
変
え
る
。

し

か

し

な

が

ら

パ

タ

ヴ

ィ

ア

の

状

況

を

考

え

る

と

、

（

一

八

一

五

年

セ

ン

が
故
地
と

8 



バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
と
を
行
き
来
す
る
手
段
は
皆
無
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
人
口
だ
け
で
一
八
一
五
年
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
「
原
住
民
」
人
口

（
一
一
一
万
二
九
O
八
人
）
の
七
九
・
一
一
一
%
（
二
万
六
一

O
八
人
）
を
占
め
る

お
ま
己
2
5
2一
5
4）
。
こ
う
し
た
人
々
が
イ
ス
ラ
ム
に
改
宗
し
て
バ

タ
ヴ
ィ
ア
在
住
「
原
住
民
」
に
融
合
し
、
ブ
タ
ウ
ィ
人
と
な
っ
た

お
き
応

g
s
s一
凶
器
）
。
「
原
住
民
」
の
残
り
二
割
ほ
ど
が
故
地
と
の

交
流
を
ど
の
程
度
保
っ
た
か
、
文
化
・
慣
習
や
集
団
壌
界
を
維
持
す
る

傾
舟
が
ど
れ
程
強
か
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
の
時
代
外
来
系

や
上
流
階
麗
で
な
い
者
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
と
外
部
と
を
往
来
す
る
有
効
な

交
通
手
段
が
な
か
っ
た
た
め
大
部
分
は
故
地
と
の
交
流
を
失
い

（玄己。
5
5
0
0一
Nbs誌
と
、
世
代
を
経
る
に
つ
れ
て
バ
タ
ヴ
ィ
ア
・

マ
レ
l
（
ブ
タ
ウ
ィ
訪
問
）
を
母
語
と
し
、
パ
タ
ヴ
ィ
ア
を
故
地
と
認
識

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

以
上
本
節
で
は
、
一
九
世
紀
パ
タ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
「
ブ
タ
ウ
ィ
人
」

の
定
義
・
意
識
を
概
観
し
た
。
一
一

O
世
紀
以
韓
の
状
況
と
の
対
比
で
重

要
な
の
は
、
こ
の
時
期
の
バ
夕
、
ウ
ィ
ア
在
住
「
涼
住
民
」
の
日
常
生
活

世
界
に
お
い
て
「
ム
ス
リ
ム
に
な
る
」
こ
と
が
ブ
タ
ウ
ィ
入
に
な
る
絶

対
条
件
、
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
故
地
と
の
行
き
来
を
失
っ
た
人
々
が
自

ら
を
つ
フ
タ
ウ
ィ
人
」
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
次

節
に
み
る
よ
う
に
こ
の
状
況
は
ニ

O
世
紀
後
半
に
一
変
し
、
国
家
の
規

ス
ク
パ
ン
サ

定
す
る
一
般
的
カ
テ
ゴ
リ
i
、
「
畏
族
い
と
し
て
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
出

義
の
下
に
様
々
な
婦
践
意
識
を
持
つ
人
々
が
再
編
統
合
さ
れ
て
い
く
。

3 

ア
マ
ル
ガ
ム
化
の
プ
ロ
セ
ス
（
ニ
O
世
結
以
降
）

本
節
で
は
、
文
化
的
な
近
似
性
・
共
通
点
を
も
ち
な
が
ら
も
互
い
を

異
な
る
集
団
と
認
識
す
る
人
々
が
よ
り
上
位
の
集
団
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
と

再
編
統
合
さ
れ
る
、
ア
マ
ル
ガ
ム
化
の
過
程
を
概
観
す
る
。
前
節
で
見

た
生
成
当
時
の
「
ブ
タ
ウ
ィ
で
あ
る
こ
と
」
の
定
義
・
意
識
は
一
一

O
世

紀
以
降
一
変
す
る
。
ブ
タ
ウ
ィ
の
定
義
・
意
識
が
一
九
世
紀
の
よ
う
な

宗
教
と
出
自
に
関
す
る
毘
常
的
帰
属
意
識
を
基
礎
と
し
た
も
の
か
ら
国

家
政
策
と
の
関
係
に
よ
っ
て
よ
り
「
近
代
的
な
」
も
の
に
変
質
し
た
結
果
、

ブ
タ
ウ
ィ
で
あ
る
こ
と
の
絶
対
条
件
は
「
パ
夕
、
ヴ
ィ
ア
を
故
地
と
す
る

こ
と
い
の
み
と
な
る
。
国
家
が
規
定
す
る
「
地
域
」
と
密
接
に
結
び
つ

ス
ク
パ
ン
サ

く
形
で
整
備
さ
れ
た
民
族
と
い
う
近
代
的
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
概
念
が
大
衆

の
意
識
に
ま
で
浸
透
し
た
こ
と
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
全
く
逆
説

的
な
帰
結
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
の
主
導
す
る
文
化
政
策

に
よ
っ
て
ブ
タ
ウ
ィ
で
あ
る
と
一
括
り
に
規
定
さ
れ
た
人
々
が
そ
れ
ぞ

れ
に
異
質
な
他
者
と
認
識
し
合
う
集
団
帰
属
意
識
を
そ
の
ま
ま
に
互
い

を
よ
り
包
括
的
な
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
と
い
う
概
念
の
下
に
許
容
す
る
よ
う

に
な
り
、
植
畏
地
期
か
ら
続
く
国
家
に
よ
る
人
の
分
類
を
、
部
分
的
で

あ
る
に
せ
よ
無
効
化
す
る
可
能
性
を
示
す
ま
で
に
な
る
の
で
あ
る
。

近
代
的
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
認
識
の
萌
芽

地
域
と
い
う
均
質
な
単
位
者
基
礎
と
す
る
忽
括
的
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
観

2
J
・
噌

t
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念
が
大
衆
に
ま
で
浸
透
す
る
の
は
一
九
七

0
年
代
で
あ
る
が
、
そ
の
萌⑤
 

芽
は
一
一

O
世
紀
初
頭
バ
タ
ヴ
ィ
ア
を
中
心
に
起
こ
っ
た
民
族
主
義
運
動

に
も
見
ら
れ
る
。
一
八
九
0
年
代
の
「
倫
理
政
策
」
（
S
H
H
Z
E
5
4
0一

日
ム
∞
）
以
降
「
原
住
畏
」
の
中
に
西
欧
式
近
代
教
育
を
受
け
た
者
が

出
現
し
始
め
る
と
、
彼
ら
の
中
に
よ
り
「
近
代
的
な
い
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

の
意
識
を
持
つ
者
が
出
て
き
た
。
こ
の
時
期
の
民
族
主
義
運
動
は
西
欧

式
教
背
を
う
け
た
地
方
出
身
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
住
住
エ
リ
i
ト
に
先
導
さ

れ
る
形
で
進
展
し
た
。
一
九
O
八
年
の
ジ
ャ
ワ
人
民
族
組
織
ブ
デ
ィ
・

ウ
ト
モ
出
0
0任
。
$
0
5
0
設
立
を
皮
切
り
に
諸
集
団
の
畏
族
組
織
が

続
々
結
成
さ
れ
た
（
ぐ
8
2
5
H
5
4
0
L
S
。
こ
う
し
た
涜
れ
の
中
、

ブ
タ
ウ
ィ
の
民
族
組
織
カ
ウ
ム
・
ブ
タ
ウ
ィ
州
内
向
言
語
∞
2
m
Z誌
も
、

欧
亜
混
血
児
で
役
人
の
父
と
ブ
タ
ウ
ィ
の
母
の
問
に
生
ま
れ
、
西
欧
式

教
背
を
受
け
た
タ
ム
リ
ン
起
。
。
ym凶
雪
印
門
戸
問
。

2
邑、
HdymHHH江
口
ら
に

よ
っ
て
二
三
年
に
設
立
さ
れ
た
お
江
ゲ
ゲ
呂
∞
印
）
。

近
代
教
育
を
受
け
た
エ
リ
i
ト
に
率
い
ら
れ
た
民
族
組
織
の
標
梼
す

る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
意
識
が
ど
の
程
度
一
般
大
衆
に
浅
透
し
た
か
は
定
か

で
な
い
。
実
擦
、
一
九
O
八
年
に
始
ま
っ
た
諸
畏
族
の
運
動
は
早
く
も

二
八
年
、
第
三
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
膏
年
会
議
の
「
青
年
の
誓
－
に
お

い
て
、
「
た
だ
一
つ
の
民
族
」
と
し
て
の
全
「
イ
ン
ド
ネ
シ

の
独
立
を
求
め
る
運
動
へ
と
収
数
す
る
（
永
積
一
九
八
O
一

二
六
一
）
。
ブ
タ
ウ
ィ

初
の
会
合
を

ン
ド
ネ
シ

い
く
。
カ
ウ
ム
・
ブ
タ
ウ
ィ
は

、a
一
度
公
式
声
明
を
出
し
た
の

つ

五
回

み
で
活
動
を
停
止
し
た
（
の
江

5
5
g
L
g）
。
そ
の
後
、

機
関
紙
の
発
行
を
も
っ
て
活
動
を
再
開
す
る
が
（

k
r
Z
3
2
Z
5

5
∞円

5
4）
、
前
述
の
ブ
ヂ
ィ
・
ウ
ト
モ
を
設
立
し
た
ス
ト
モ

∞0
2
0
5
0
と
共
に
タ
ム
リ
ン
が
一
一
一
五
年
に
設
立
し
た
大
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
党
市
問

S
F
F
ι
。ロ

2
3
出
向
三
、
に
間
も
な
く
合
併
さ
れ
た

（
田
町
内
長
与
呂
志
一
∞
∞
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
民
族
い
を
単
位
と
す
る
諸

組
織
が
「
原
住
民
い
エ
リ
i
ト
に
よ
っ
て
次
々
に
設
立
さ
れ
た
状
況
、

そ
し
て
諸
民
族
、
か
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
」
と
い
う
単
一
の
単
位
の
下

に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
近
代
的
観
念
i
i
t

よ
り
大
き
な
単
一
の
政
治
単
位
（
東
イ
ン
ド
H
H

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
閤
家
）

の
下
位
集
団
と
し
て
、
他
の
諸
集
団
と
の
全
体
的
な
関
係
に
お
い
て
把

握
さ
れ
る
、
簡
潔
で
、
包
括
的
に
定
義
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
概
念
ー
ー
が
、
エ
リ
ー
ト
膳
に
は
定
着
し
て
い
た
こ
と

っ
て
い
る
。

10 

七
年
に

独
立
以
降
の
文
化
政
葉

近
代
的
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
認
識
の
定
着
過
程
は
行
政
慨
に
も
克
ら
れ

る
。
出
家
が
規
定
す
る
近
代
的
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
認
識
が
広
く
一
般
に
ま

で
浸
透
す
る
の
は
二

O
世
紀
後
半
の
こ
と
だ
と
さ
れ
る
が
、
「
文
化
」

の
検
閲
を
通
し
て
支
配
者
が
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
政
治
化
を
指
圧
す
る
努

力
は
植
民
地
期
か
ら
仔
わ
れ
た
む
o
z
m
M
O
O
円

ga出）。

山
口
つ
の
時
期
に
分
け
る

が
目
指
さ
れ
た

3
・2



時
期
で
あ
る
。
独
立
誼
後
、
西
欧
自
由
主
義
的
統
治
を
目
指
し
た

会
耕
民
主
主
義
」
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
菌
家
は
、
圏
内
の
多
様
な
地
域

文
化
を
穏
蔽
抑
正
し
、
そ
の
頂
点
に
立
つ
も
の
と
し
て
の
「
悶
民
文
化
」

の
創
出
老
臣
論
ん
だ

C
3
2
N
o
o
m一
g
e
H
5）
。
第
二
期
に
は
一
転
し

て
「
多
様
性
の
称
揚
」
、
か
国
策
と
し
て
強
調
さ
れ
、
文
化
政
策
は
こ
の

時
期
根
本
的
な
転
換
を
み
た
。
一
九
五
九
年
以
降
、
伝
統
的
権
威
へ
の

回
帰
を
目
指
し
た
ス
カ
ル
ノ
の
「
指
導
さ
れ
る
民
、
玉
、
正
義
」
の
下
、
諸

文
化
の
多
様
性
そ
れ
自
体
、
か
「
国
民
文
化
」
老
体
現
す
る
と
い
う
理
念

が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
諸
集
団
の
文
化
は
国
民
文

化
の
構
成
要
素
と
規
定
さ
れ
、
国
家
に
よ
る
介
入
の
対
象
と
し
て
認
識

＠
 

さ
れ
た
。
続
く
第
一
一
一
期
は
「
多
様
性
へ
の
介
入
」
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

ス
ク
パ
ン
サ

六
五
年
に
始
ま
る
ス
ハ
ル
ト
権
威
主
義
体
制
は
∞
〉
同
〉
（
H

畏

族

mr井
戸
・
宗
教

kpmmEmて
人
種
間

2
・
集
団
関
関
係
〉
己
完
m

co－。ロ
m
哲
三
と
い
う
標
語
を
広
め
、
官
箆
・
軍
・
情
報
機
関
等
の
関

家
機
関
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
一
一
一
一
口
論
を
厳
し
く
検
閲
・
抑

圧
す
る
一
方
、
諸
集
団
の
文
化
・
芸
術
に
そ
れ
以
前
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
大
々
的
な
介
入
を
行
っ
た
（
加
藤
一
九
九
六
一
九
一

i
九
二
万

こ
の
文
化
政
策
の
背
後
に
あ
っ
た
思
惑
は
弓
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
b

の

ス
ヲ
パ
ン
サ

同
質
性
、
州
・
地
方
・
種
族
（
畏
族
）
の
関
等
性
・
平
等
性
の
イ
メ
ー

ジ
を
投
影
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
吋
一
地
域
主
義

ス
ク
パ
ン
サ

｛むき
E
Z∞
E
色
』
吋
種
族
（
畏
族
）
主
義
〔
∞
戸
川
訂
正
ω
器
。
ど
の
動

き
を
中
和
し
、
他
方
で
ジ
ャ
ワ
の
突
出
を
包
み
穏
す
」
（
加
藤

一
九
九
六
一
九
八
、
（
）
内
は
著
者
注
）
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
う

し
た
思
惑
の
下
閤
家
が
大
規
模
に
介
入
す
る
形
で
各
州
の
「
地
域
文
化
」

が
規
定
さ
れ
、
国
家
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
調
和
す
る
よ
う
改
変
さ
れ
、

大
々
的
に
顕
示
さ
れ
た
。
国
家
の
規
定
す
る
「
地
域
文
化
」
は
大
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
や
テ
レ
ピ
放
送
、
学
校
教
育
を
通
し
て
国
民
の
認
識
に
広

く
、
深
く
浸
透
し
て
い
く
。
こ
の
「
州
」
を
単
位
と
し
た
全
冨
的
に
均

質
な
地
理
的
認
識
梓
は
、
七

0
年
代
後
半
に
は
完
成
し
た
（
加
藤

一
九
九
六
）
。

最
後
に
、
権
威
主
義
支
配
の
た
が
が
外
れ
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
政
治

運
動
の
原
理
と
な
る
こ
と
さ
え
可
能
と
な
っ
た
九
八
年
以
蜂
の
第
四
期

は
「
多
様
性
の
解
放
」
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
上
述
べ

た
西
期
の
う
ち
、

3
・3
で
は
第
三
期
に
お
け
る
、

3
・4
で
は
第
四
期

に
お
け
る
変
化
に
注
医
す
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
州
に
お
け
る
文
化
政
策
の
帰
結

ジ
ャ
カ
ル
タ
州
政
府
も
一
九
六

0
年
代
か
ら
、
国
家
の
意
向
に
沿
う

（砂

形
で
「
ブ
タ
ウ
ィ
文
化
」
を
奨
励
す
る
政
策
を
実
行
し
た
。
ジ
ャ
カ
ル

タ
州
に
お
け
る
文
化
政
策
の
特
徴
辻
、
実
際
的
な
文
化
振
興
事
業
が
ロ

ー
カ
ル
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
都
心
部
ブ
タ
ウ
ィ
出
丘
己
主
寸
。
ロ
mmLH）

に
主
導
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
穏
の
文
化
事
業

に
お
い
て
一
般
に
州
内
の
政
治
的
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
文
化
が
支
配
的
定

義
と
し
て
積
極
的
に
奨
励
さ
れ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

こ
と
は
、
当
初
州
政
府
が
全
く
企
留
し
な
か
っ
た
帰
結
を
も
た
ら
す
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
文
化
政
策
の
構
想
・
執
行
に
実
際
に
講
わ
っ
た
人
々

2

J

・
ミ
J
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の
中
に
ブ
タ
ウ
ィ
人
は
い
な
か
っ
た
。
ム
ハ

0
年
代
末
に
文
化
事
業
に
着

手
し
た
州
政
府
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
特
徴
的
で
か
つ
大
衆
に
認
知
疫
の
高

い
文
化
を
求
め
、
中
華
系
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
な
ど
の
異
種
混
治
的
な
要

素
を
顕
著
に
示
す
郊
外
地
域
の
文
化
実
践
を
主
な
公
式
文
化
と
し
て
採

用
し
て
い
っ
た
。
苦
楽
や
演
劇
等
の
身
体
や
感
性
に
関
わ
る
文
化
実
践

の
形
式
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
媒
介
と
し
て
、
特
に
照
辺
地
域
の
住
設
に

対
し
て
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

G
F
§
5
5ま一

E
C
E
S
S。

こ
う
し
て
州
政
府
、
か
「
ブ
タ
ウ
ィ
文
化
」
（
日
ジ
ャ
カ
ル
タ
州
全
体

の
公
式
な
地
域
文
化
）
と
規
定
し
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
芸
術
セ
ン
タ
ー

で
の
公
演
、
テ
レ
ゼ
放
送
な
ど
を
通
し
て
大
々
的
に
喧
伝
し
た
文
化
・

芸
術
の
多
く
が
下
層
住
民
（
村
落
部
、
ブ
タ
ウ
ィ
人
出
2
E三
巴
丘
町
）

⑫
 

の
実
践
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
市
内
中
心
部
出
自
の
エ
リ
i
ト
層

（
都
心
部
ブ
タ
ウ
ィ
）
は
こ
の
定
義
に
反
感
を
示
し
た
。
し
か
し
そ
う

し
た
反
感
は
次
第
に
収
ま
り
、
下
麗
住
民
の
文
化
を
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
と

し
て
容
認
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
高
程
度
の
近
代
教
育
を
受
け
た
エ

リ
ー
ト
層
は
、
州
政
府
が
悶
家
政
策
に
期
っ
て
推
し
進
め
る
政
策
の
方

針
を
根
本
的
に
転
換
さ
せ
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
彼
ら
の
う
ち
州
政
府
の
役
人
と
し
て
働
く
者
は
権
威
主
義

体
制
下
で
国
家
の
分
配
に
与
る
、
必
要
か
ら
政
府
の
意
向
に
沿
っ
て
行
動

す
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の
た
め
政
蔚
の
定
義
と
畠
身
の
意
識
に
違
和
感

や
ズ
レ
が
生
じ

は
採
ら
な
か
っ

ン
F
O
H
M
O
ロ
問
、
も
、

ムハ

0
年
代
ま
で
は
村
落
部
ブ
タ
ウ
ィ
の
み
に
演
じ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
ジ

ャ
カ
ル
タ
田
周
辺
部
の
村
落
で
レ
ノ
ン
を
演
じ
た
り
、
祝
い
事
の
際
に
都

心
部
で
興
行
し
た
り
し
た
。
都
心
部
ブ
タ
ウ
ィ
も
六

0
年
代
以
前
か
ら

こ
う
し
た
機
会
に
レ
ノ
ン
を
自
に
し
て
い
た
が
、
都
心
部
の
人
々
に
と

っ
て
は
あ
く
ま
で
「
田
舎
の
人

0
5ロ
m
d
E
E
（
t
村
落
部
ブ
タ
ウ

イ
）
の
文
化
実
践
で
あ
り
、
’
自
身
の
伝
統
芸
能
で
は
な
か
っ
た
。
加
え

て
、
役
者
の
離
婚
率
の
高
さ
や
、
公
演
中
に
観
客
が
賭
け
事
に
興
じ
る

こ
と
、
役
者
が
集
金
に
障
る
こ
と
な
ど
が
、
レ
ノ
ン
が
イ
ス
ラ
ム
の
教

え
に
反
す
る
と
い
う
印
象
を
強
く
し
、
役
者
の
教
育
程
度
や
社
会
的
地

位
が
総
じ
て
低
い
こ
と
と
棺
ま
っ
て
レ
ノ
ン
や
村
落
部
ブ
タ
ウ
ィ
自
体

へ
の
惑
い
イ
メ
i
ジ
に
繋
が
っ
て
い
た

aym岳山ゲ
S
E
L
g
s
g
N
W

H

∞
や
ピ
コ
）
。

12 

し
か
し
こ
う
し
た
伝
統
芸
能
が
州
政
府
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
広
く
大

衆
に
認
識
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
都
心
部
ブ
タ
ウ
ィ
も
し
ぶ
し
ぶ
な
が

ら
こ
れ
を
ブ
タ
ウ
ィ
文
化
と
し
て
認
識
し
て
い
く
。
∞
F
m
y
m凶
ず
が
取

り
上
げ
た
都
心
部
ブ
タ
ウ
ィ
の
男
性
は
テ
レ
ピ
で
「
ブ
タ
ウ
ィ
文
化
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
る
レ
ノ
ン
演
劇
の
内
容
の
粗
暴
さ
に
触
れ
、
そ
れ
が

ブ
タ
ウ
ィ
文
化
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
不
快
感
を
示
し
な
が
ら

も
、
「
と
に
か
く
、
彼
ら
も
今
や
ブ
タ
ウ
ィ
な
ん
だ
。
私
た
ち
は
以
前

彼
ら
の
こ
と
を
『
田
舎
の
人
』
と
呼
ん
で
い
た
が
」
と
語
っ
て
い
る
。

∞
ゲ
乱
高
ず
に
よ
れ
ば
同
様
る
人
は
多
く
い
た
（
∞
町
内
乱
高
ゲ

一S
C品一回一戸）。

一
方
都
心
部
ブ
タ
ウ
ィ

て
、
劇
中
に
ア
ッ
ラ
！
に
一
一
一
日



及
す
る
場
面
が
増
や
さ
れ
る
な
ど
イ
ス
ラ
ム
的
な
要
素
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
も
な
っ
た

G
Y早
川
忠
お
宏
一
冨
十

S
S。
ま
た
都
心
部
ブ
タ

ウ
ィ
は
、
イ
ス
ラ
ム
色
を
強
く
示
し
、
彼
ら
自
身
の
文
化
実
践
で
も
あ

っ
た
レ
バ
ナ
お
ゲ
町
民
話
（
宗
教
行
事
用
の
、
ア
ラ
ブ
起
源
と
さ
れ
る
楽

器
）
の
使
用
を
公
的
行
事
に
も
拡
大
し
た
り
、
婚
掘
儀
礼
の
新
た
な
形

式
を
創
造
し
た
り
、
も
し
た

azrち
呂
志
・
の
戸
町
）
。
こ
れ
ら
の
実

践
は
文
化
振
興
政
策
の
中
心
を
占
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
公
式
な

ブ
タ
ウ
ィ
文
化
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
擦
り
合
わ
せ

の
過
程
を
経
て
、
都
心
部
ブ
タ
ウ
ィ
の
人
々
は
村
落
部
ブ
タ
ウ
ィ
の
文

化
実
践
を
コ
ブ
タ
ウ
ィ
文
化
」
と
し
て
容
認
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

州
政
府
の
規
定
し
た
包
括
的
な
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
の
定
義
・
枠
組
は
こ

う
し
て
大
衆
に
浸
透
し
、
積
極
的
に
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

明
確
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
た
。
六

0
年
代
以
降
臨
家
の
文
北

政
策
を
契
機
と
し
て
急
速
に
進
麗
し
た
こ
の
状
況
は
、
ブ
タ
ウ
ィ
・
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
の
定
義
・
意
識
の
変
遷
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
と
な
っ

た
。
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
は
、
均
質
な
地
域
単
位
と
し
て
仕
立
て
よ
げ
ら
れ

ス
ク
パ
ン
サ

た
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
」
に
属
す
る
包
括
的
な
概
念
と
し
て
i
i
i
民
族
と
し

て
i
i定
義
さ
れ
、
ブ
タ
ウ
ィ
内
の
異
な
る
諸
集
団
が
も
っ
「
ブ
タ
ウ

ィ
性
」
に
関
す
る
定
義
・
意
識
を
全
て
包
括
す
る
定
義
、
か
住
民
の
日
常

的
な
意
識
に
ま
で
浸
透
し
た
。
結
果
、
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
と
規
定
さ
れ
た

／
自
弓
を
規
定
し
た
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
集
団
掃
題
意
識
を
も
っ
人
々

は
、
互
い
に
異
な
る
集
団
の
定
義
・
意
識
を
異
質
な
他
者
と
し
て
認
識

し
続
け
た
ま
ま
、
よ
り
包
括
的
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
概
念
の
下
に
包
摂
さ

れ
る
も
の
と
し
て
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
多
様
化
1

1
外
来
系
集
団
の
包
摂

こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
の
延
長
上
に
、
一
二
世
紀
に
お
け
る
ブ
タ
ウ

ィ
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
定
義
・
意
識
は
東
イ
ン
ド
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

お
い
て
一
貫
し
て
外
来
系
集
団
と
規
定
さ
れ
「
涼
住
民
」
／
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
民
族
」
の
カ
テ
ゴ
リ
i
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
人
々
を
も
但
摂

す
る
顕
著
な
寛
容
性
老
示
す
。

mymv与
が
一
九
七

0
年
代
か
ら

九
0
年
代
ま
で
の
状
況
を
基
に
ブ
タ
ウ
ィ
の
静
態
的
分
類
を
行
っ
た

際
、
ブ
タ
ウ
ィ
を
構
成
す
る
外
来
系
集
匝
と
し
て
彼
女
、
か
挙
げ
た
も
の

に
「
ア
ラ
ブ
系
ブ
タ
ウ
ィ
」
と
並
ん
で
「
中
華
系
ブ
タ
ウ
ィ
」
と
「
キ

リ
ス
ト
教
ブ
タ
ウ
ィ
」
が
あ
っ
た

a
g
vち
お
宏
一

5
4
s
E
S。
し

か
し
ブ
タ
ウ
ィ
人
の
大
半
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
た
め
ブ
タ
ウ
ィ
と
言
え

ば
ム
ス
リ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
は
強
く
、
特
に
非
ム
ス
リ
ム
の
外
来
系
住
民

は
ブ
タ
ウ
ィ
と
認
識
さ
れ
な
い
傾
向
、
か
強
か
っ
た
（
同
志
2
8
g一∞介

k
r忠
E
忠
弘
－
M
O
H
M
一
8
5
0
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
長
く
非
「
涼

住
民
」
と
さ
れ
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
畏
族
」
を
構
成
し
な
い
と
さ
れ
て
き

た
住
民
そ
も
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
の
枠
組
み
に
包
摂
す
る
傾
向
、
か
強
い
。

華
人
は
植
民
地
期
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
移
畏
し
続
け
て
き
た
が
、

彼
ら
の
中
に
は
通
婚
や
混
住
を
経
て
現
地
社
会
に
と
け
込
ん
で
ゆ
く
も

の
と
「
諒
住
民
」
社
会
と
は
隔
離
さ
れ
続
け
る
も
の
と
が
あ
り
、
前
者

は
プ
ラ
ナ
カ
ン
也
記
記
高
町
内
自
、
後
者
は
ト
ト
ッ
ク
さ
さ
昨
と
呼
ば
れ

る
。
華
人
を
「
原
住
民
」
か
ら
疎
外
す
る
政
策
は
オ
ラ
ン
ダ
’
占
領
期
か

叫

4
J

・A－

ブタウィ・エスニシティの態史的変遷過程13 



ら
一
覧
し
て
と
ら
れ
た
が
、
一
九
六
五
年
に
失
敗
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
の

黄
任
が
華
人
全
体
に
帰
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
期
に
は
華

人
は
外
来
起
、
棋
の
集
団
と
し
て
、
よ
り
明
確
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
土
着
の

住
民
と
は
加
の
集
屈
と
し
て
規
定
さ
れ
た
（
同
志
当
N

C

S
一
芯
’
言
）
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
か
れ
た
華
人
の
多
く
に
と
っ
て
、
外
来
系
集
団
で

ス
ク
パ
ン
サ

は
な
く
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
」
を
構
成
す
る
民
族
へ
と
’
自
己
者
向
一

化
す
る
こ
と
は
、
「
よ
そ
者
」
の
地
位
か
ら
脱
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社

会
の
「
正
統
な
」
一
員
と
な
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
き
た
。

「
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
こ
と
い
が
「
ブ
タ
ウ
ィ
で
あ
る
こ
と
」
の
条
件

と
し
て
の
社
会
的
重
要
性
を
依
然
と
し
て
も
つ
一
方
、
文
化
政
策
に
よ

っ
て
民
衆
に
浸
透
し
た
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
に
関
す
る
包
括
的
な
定
義
・
意

識
は
中
華
系
ブ
タ
ウ
ィ
の
帰
属
意
識
に
大
き
な
基
礎
を
与
え
て
い
る
。

事
実
、
親
兄
弟
は
華
人
を
自
認
し
て
い
る
の
に
自
身
を
ブ
タ
ウ
ィ
と
み

な
す
者
が
い
る
が
、
州
内
ロ
ん
い
号
は
彼
ら
が
自
身
を
ブ
タ
ウ
ィ
と
規
定
す

る
際
に
、
自
分
た
ち
の
文
化
実
践
で
も
あ
る
レ
ノ
ン
演
劇
や
ガ
ン
バ
ン
・

ク
ロ
モ
ン
音
楽
の
記
ロ
σω
ロ
問
問
5
5。ロ
m
（
レ
ノ
ン
演
劇
の
伴
奏
と

し
て
も
演
奏
さ
れ
る
）
、
チ
ョ
ケ
舞
踊
台
。
｝
S
F
（
ガ
ン
バ
ン
・
ク
ロ
モ

ン
の
伴
奏
を
伴
う
）
を
政
府
が
ブ
タ
ウ
ィ
の
公
式
文
化
と
し
て
規
定
し

て
い
る
と
い
う
事
実
が
も
っ
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
志
Z

N
O
C
m
w
一∞∞
z

∞品）。

華
人
を
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
に
含
め
る
べ
き
だ
と
い
う
、
王
張
は
公
式
に
も

な
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
根
拠
と
な
る
の
は
、
彼
ら
が
何
百
年
も
ジ
ャ
カ

ル
タ
に
住
み
ブ
タ
ウ
ィ
語
を
話
す
こ
と
に
加
え
、
「
ブ
タ
ウ
ィ
文
化
」

の
公
式
定
義
に
華
人
の
文
化
実
践
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
西
方
郊
外
の
タ
ン
ゲ
ラ
ン
に
住
む
チ
ナ
・
ベ
ン
テ
ン

の
宮
山
出
。
ロ
窓
口
問
と
呼
ば
れ
る
中
華
系
住
民
の
文
化
実
践
で
あ
る
ガ

ン
バ
ン
・
ク
口
そ
ン
音
楽
、
チ
ョ
ケ
舞
踊
は
州
政
府
の
文
化
政
策
で
ブ

タ
ウ
ィ
の
伝
統
芸
能
と
競
定
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
ブ
タ
ウ

ィ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
と
の
、
王
張
が
な
さ
れ

る

C
m｝
s
z
m
p｝E
N
O
H
O
－∞－
H
汗
N
O
H
O
－∞－
N
G

一kpF巳
仲
立

2
巳－
M
O
H
H
）。

中
華
系
住
民
と
並
ん
で
議
論
に
な
る
の
が
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
北
東
の
ト

ウ
グ
村
間
m
H
H
M
M
U

ロ
ロ
拘
寸
五
三
に
住
む
ポ
ル
ト
ガ
ル
一
訪
問
系
住
民
で
あ
る
。

バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
在
住
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
系
住
民
の
歴
史
は
オ
ラ
ン
ダ
到
来
以

前
に
遡
る
。
一
七
世
紀
ま
で
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に

渡
っ
た
南
ア
ジ
ア
系
住
民
マ
ル
ヂ
イ
カ

i
足
首
門
主
｝
8
5
は
、
一
八

世
紀
に
は
多
数
が
自
由
人
と
な
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
改
宗
し
た
。

一
八
世
紀
以
降
高
ア
ジ
ア
か
ら
の
人
口
流
入
が
途
絶
え
、
共
通
語
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
マ
レ
i
語
に
叡
っ
て
代
わ
る
中
、
貧
問
問
層
は
通
婚
が
｝

経
て
バ
タ
ヴ
ィ
ア
「
原
住
民
」
社
会
に
同
化
し
た
。
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
風
の
洋
服
や
家
屋
を
保
持
し
、
子
在
学
校
に
送
れ
る
裕
福
な
も
の

は
独
自
性
を
維
持
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
世
紀
以
降
も
話
し
言
葉
や
歌

で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
を
使
い
続
け
た
の
は
ト
ゥ
グ
の
マ
ル
デ
イ
カ
！
・
コ

（

惨

殺

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
っ
た
。
彼
ら
は
賊
装
・
家
屋
・
名
前
に
西
欧
的
要
素
老

残
し
、
西
欧
の
影
響
を
色
濃
く
示
す
ク
ロ
ン
チ
ョ
ン
器
楽

問
。
円
。
言
。
ロ
m
を
伝
統
ケ

。品
e
G
H
H
品、ア一二十一円
mwN
）。
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一
七
世
紀
以
降
パ
タ
ヴ
ィ
ア
／
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
息
づ
い
て
き
た
ク
ロ

ン
チ
ョ
ン
音
楽
は
、
二

O
世
紀
後
半
政
府
に
よ
っ
て
ブ
タ
ウ
ィ
文
化
と

規
定
さ
れ
る

GEZσ
呂
志
一
5
4
s
E
C
L
3
2
5
H
）
。
現
在
こ
の
音
楽

の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
の
が
ト
ゥ
グ
村
の
住
民
で
あ
る
。
一
一

O
二
年

時
点
の
住
民
数
は
一
ニ
七
五
で
、
一
九
七
六
年
設
立
の
住
民
自
治
問
体
「
ト

ウ
グ
大
家
族
協
会
（
同
開
由
、
H
J
F
m
民
向
口
問
。
－
g
H
m
m
図
。
器
対
、
ヲ
M
m

吉）」

の
下
足
付
叩
阿
佐
宮
、
。
。

g
m、
〉
ロ
門
四
月
。
号
、
k
r宵
各
自
H

冨
、
∞
乱
。
官
。
口
、

。
。
言
。
日
誌
の
六
つ
の
フ
ァ
ム
ヲ
凶
HHH

（
話
学
を
共
有
す
る
下
位
氏
族
集

団
）
を
摺
え
、
年
中
行
事
や
月
一
回
の
住
民
会
合
な
ど
緊
密
な
繋
が
り

容

を
維
持
し
て
い
る
。
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
の
は
、
既
に
公
式
に
「
ブ

タ
ウ
ィ
文
北
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
ン
チ
ョ
ン
音
楽
の
担
い
手
で
ブ

タ
ウ
ィ
諾
を
母
語
と
し
、
こ
の
地
に
数
百
年
来
暮
ら
す
ト
ゥ
グ
の
人
々

ス
ク
パ
ン
サ

を
民
族
と
し
て
の
ブ
タ
ウ
ィ
に
含
め
る
こ
と
の
正
統
性
と
必
然
性
で
あ

る
（
弘
知
山
32ω
唱。忠
N
O
B
－∞－
Z
一
M
W
C
M
C
・∞・
M
G
一
〉

Fω
江
江
主
己
－
N
O
H
M

－

4 

お
わ
り
に

ブ
タ
ウ
ィ
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
す
る
定
義
・
意
識
の
多
様
さ
に
も

拘
ら
ず
、
様
々
に
巽
な
る
集
団
帰
属
意
識
を
も
っ
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ

を
異
質
な
他
者
と
認
識
し
た
ま
ま
「
ブ
タ
ウ
ィ
」
と
い
う
一
般
的
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
中
に
互
い
を
寛
容
す
る
。
本
稿
で
こ
こ
ま
で
主
張
し
て
き

た
の
は
、
ブ
タ
ウ
ィ
の
生
成
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し

た
擦
、
こ
の
高
い
寛
容
性
を
可
能
に
し
た
要
国
が
、
一
に
生
成
時
の

（
ク
レ
オ
i
ル
性
）
と
い
う
特
徴
で
あ
り
、
第
二
に
一
一

O

世
紀
後
学
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
定
義
の
近
代
化
の
過
穫
で
、
様
々

に
異
な
る
も
の
と
認
識
さ
れ
る
集
団
が
そ
の
霊
異
の
ま
ま
に
大
き
な
一

つ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
定
義
の
中
に
再
編
さ
れ
て
い
く
と
い
う
一
種
の
ア

マ
ル
ガ
ム
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

異
な
る
諸
集
団
の
ク
レ
オ
ー
ル
と
し
て
一
九
世
紀
ま
で
に
生
成
し
た

ブ
タ
ウ
ィ
の
定
義
・
意
識
は
当
初
、
宗
教
と
出
自
の
二
点
在
決
定
的
要

素
と
し
た
。
一
九
六

0
年
代
以
持
に
起
こ
っ
た
変
化
と
し
て
決
定
的
だ

っ
た
の
は
、
「
ブ
タ
ウ
ィ
い
で
あ
る
こ
と
の
定
義
・
意
識
が
「
ジ
ャ
カ

ル
タ
」
と
い
う
地
域
を
故
地
と
す
る
こ
と
一
点
へ
と
そ
の
比
震
を
移
し

た
こ
と
で
あ
る
。
毘
家
の
主
導
す
る
文
化
政
策
の
結
果
、
フ
タ
ウ
ィ
の
定

義
・
意
識
は
、
都
心
部
出
自
の
エ
リ
ー
ト
層
（
都
心
部
ブ
タ
ウ
ィ

出
主
知
者
て
京
ロ
宮
町
）
と
周
辺
部
の
住
民
（
村
務
部
ブ
タ
ウ
ィ

出
2mz三
d
E昨
）
が
も
っ
異
な
る
集
団
定
義
・
意
識
を
、
そ
の
異
費

性
の
ま
ま
に
包
摂
し
た
。
現
代
の
状
、
況
を
み
れ
ば
、
植
民
地
期
以
来
、

権
威
主
義
体
制
期
を
通
し
て
一
員
し
て
「
原
住
民
F
U
H
M
品
。
三
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
出
ω
H
M
m川

S

F号
ロ

2
3」
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た

外
来
系
の
人
々
ま
で
が
、
異
質
な
他
者
と
認
識
さ
れ
た
ま
ま
「
地
域
土

着
の
人
々
」
に
含
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
出
家
の
欲
望

i
l地
理
的
区
分
の
策
定
と
密
接
に
結
び
つ
く
形
で
人
を
分
類
し
、
管

理
し
よ
う
と
す
る
欲
望
i
i
i
の
逆
説
的
帰
結
で
あ
る
。
他
な
ら
ぬ
臨
家

自
身
、
か
規
定
す
る
包
括
的
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
定
義
、
が
、
支
配
者
に
よ
る

強
留
な
人
の
分
類
を
突
き
崩
す
原
理
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

ブタウィ・ヱスニシティの臆史的変遷過程15 



注
①
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
」
、
「
外
来
系
い
と
の
政
治
社
会
的
区
分
と
密
接
に
関

係
す
る
分
類
。
訳
語
は
吉
田
（
二
O
O
一
一
）
に
倣
い
「
涼
住
民
い
と
し

て
い
る
。

②
独
立
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
脈
に
お
い
て
厳
密
に
定
義
さ
れ
た
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
概
念
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
／
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
一
鍛
概
念
と
の
混
同

を
避
け
る
た
め
、
前
者
の
意
味
で
の
集
団
単
位
を
指
す
場
合
本
稿
で
は

ス
ク
パ
ン
サ

以
下
「
民
族
い
と
表
記
す
る
。

③
通
称
h
mゲ
O
弘
主
主
｝
⑦
W
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
州
、
ボ
ゴ
ー
ル
、
デ
ポ
ッ
ク
、

タ
ン
ゲ
ラ
ン
、
ブ
カ
シ
の
地
域
を
含
む
。
二

0
0
0年
時
点
で
、
ブ
タ

ウ
ィ
の
全
人
口
五
O
四
万
の
う
ち
四
八
二
万
人
（
九
五
工
ハ
%
）
が
こ
の

地
域
に
居
住
し
て
い
た
（
回
市
∞
N
0
0
0
）。

④
と
は
い
え
戦
時
期
・
体
制
転
換
期
の
影
響
の
分
析
は
重
要
で
あ
り
、
こ

の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑤
調
者
と
も
現
在
で
は
集
団
の
融
合
・
合
併
を
指
す
言
葉
と
し
て
広
く
使

わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
分
析
の
便
宜
上
各
々
を
類
型
化
し
、
限
定
的
な

意
味
で
用
い
る
。

⑤
イ
ス
ラ
ム
へ
の
改
宗
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
「
原
住
民
」
社
会
に
入
っ
て
い
く

（
「
マ
レ
！
世
界
に
入
る
亙
g
d
F
露
。
F
3
H」
と
形
容
さ
れ
た
）
上
で

社
会
的
に
重
要
な
指
標
と
認
識
さ
れ
た
（
加
藤
一
九
九
O
一
二
三
八
）
。

当
時
「
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
の
人
」
と
「
イ
ス
ラ
ム
の
人
い
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、

間
住
区
域
・
民
共
組
織
・
衣
服
等
に
わ
た
る
分
離
政
策
に
も
拘
わ
ら
ず

顕
著
な
ク
レ
オ
i
ル
化
傾
向
が
あ
っ
た
（
〉
ず
⑦
可
言
。
］
g
吋
⑦
迄
∞
日

ω
y

g
ふ
色
。
同
記
長
503ω
。
は
行
政
記
録
を
用
い
て
当
時
の
バ
タ
ヴ
ィ

ア
「
原
住
民
い
社
会
で
奥
集
団
開
通
婚
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
（
同
誌
5
5
0可O
Z
N
C
M
H
一言）。

⑦
オ
ラ
ン
ダ
領
威
内
で
奴
隷
貿
易
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
た
後
も
奴
隷
制

度
・
強
制
労
働
制
度
は
続
い
た
が
、
こ
れ
以
降
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て

奴
隷
貿
易
は
無
く
な
り
（

M
w
a
ι
5
8）
、
「
原
住
民
」
の
人
口
流
入
は

実
質
途
絶
え
た

8
2
z
m出
足
三
一

5
4
L
S）。

⑧
交
通
の
発
達
に
よ
り
移
民
人
口
は
急
速
に
増
大
し
た
。
一
八
九
三
年
の

「
原
住
民
い
人
口
は
七
万
強
で
そ
の
全
て
が
ブ
タ
ウ
ィ
人
と
さ
れ
る
が
、

一
九
一
一
一
O
年
の
「
原
住
畏
」
人
口
一
四
五
万
の
う
ち
ブ
タ
ウ
ィ
は

五
四
・
O
弘
に
過
、
ぎ
ず
、
四
五
・
笈
%
を
移
民
（
う
ち
九
七
・
O
%
が
ジ
ヤ

ワ
島
民
）
が
出
め
た
（
凸
山
富
妥
出

5
2
L
S
L
O
G）。

⑨
こ
れ
ら
の
民
族
組
織
は
当
初
民
族
の
教
育
・
健
康
・
経
済
の
向
上
を
自

的
と
し
て
お
り
、
植
民
地
主
義
へ
の
皮
発
や
、
ま
し
て
独
立
を
目
指
す

も
の
で
は
な
か
っ
た
（
ぐ
釦
ロ

Z
5
H
5
4
9
8）
。
加
藤
に
よ
れ
ば
、
パ

タ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
畏
族
主
義
運
動
と
独
立
運
動
は
相
矛
盾
す
る
事
無

く
相
補
的
に
進
展
し
た
（
加
藤
一
九
九
O
）
。

⑩
こ
の
頃
か
ら
人
民
文
化
協
会
伊
問
問
出
〉
（
一
九
五
O
年
設
立
）
等
を
通

し
て
こ
う
し
た
思
想
教
育
の
徹
戒
が
目
指
さ
れ
た
が
、
政
治
経
済
的
不

安
定
の
た
め
臨
家
が
大
規
模
な
介
入
を
行
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た

（

Y
H
C
P

。ωNccmwい
H
H
mム
印
日
）
。

。
ジ
ャ
カ
ル
タ
州
に
お
け
る
文
化
致
策
は
国
家
に
先
立
っ
て
お
り
、
当
時

の
州
知
事
〉
ロ
∞
史
出
町
宮
の
独
自
慰
源
部
出
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た

（m
y
m
y
ち

5
ま
）
が
、
文
化
政
策
を
率
い
た
州
政
府
の
意
図
は
間
家

の
思
惑
と
概
ね
合
致
し
て
い
た
。

⑫
文
化
政
策
の
主
な
対
象
と
な
っ
た
村
落
部
ブ
タ
ウ
ィ
の
政
策
へ
の
関
与

は
極
め
て
受
動
的
だ
っ
た
。
文
北
セ
ン
タ
i
や
テ
レ
ピ
で
村
落
部
ブ
タ

ウ
ィ
の
演
者
に
よ
っ
て
浪
じ
ら
れ
た
レ
ノ
ン
詰
麟
の
形
式
や
内
容
は
致

府
が
大
々
的
に
介
入
し
て
国
家
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
沿
う
も
の
に
変
更

さ
れ
た
が
、
演
者
の
多
く
は
、
廃
れ
て
い
た
レ
ノ
ン
演
劇
を
奨
蹄
し
普

16 
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